
平成１７年田村市議会９月定例会会議録

（第１号）

○会 議 月 日 平成１７年９月６日（火曜日）

○出 席 議 員（６９名）

議 長 三 瓶 利 野

１番 七 海 博 議 員 ２番 木 村 高 雄 議 員

３番 箭 内 幸 一 議 員 ４番 佐 藤 貴 夫 議 員

５番 渡 邉 勝 議 員 ６番 吉 田 一 郎 議 員

７番 佐 藤 喬 議 員 ８番 佐 藤 義 博 議 員

９番 佐 藤 忠 議 員 １０番 先 崎 温 容 議 員

１１番 永 山 弘 議 員 １２番 吉 田 紳太郎 議 員

１３番 遠 藤 文 雄 議 員 １４番 石 井 市 郎 議 員

１５番 新 田 耕 司 議 員 １６番 本 田 芳 一 議 員

１７番 秋 元 正 登 議 員 １８番 根 本 浩 議 員

１９番 橋 本 紀 一 議 員 ２１番 新 田 秋 次 議 員

２２番 石 井 俊 一 議 員 ２３番 橋 本 善 正 議 員

２４番 松 本 道 男 議 員 ２５番 吉 田 文 夫 議 員

２６番 渡 辺 勇 三 議 員 ２７番 小 林 清 八 議 員

２８番 村 上 好 治 議 員 ２９番 猪 瀬 明 議 員

３０番 宗 像 清 二 議 員 ３１番 渡 辺 ミヨ子 議 員

３２番 松 本 敏 郎 議 員 ３３番 小 林 寅 賢 議 員

３４番 松 本 熊 吉 議 員 ３５番 宗 像 宗 吉 議 員

３６番 本 田 仁 一 議 員 ３７番 浦 山 行 男 議 員

３８番 白 岩 行 議 員 ３９番 横 井 孝 嗣 議 員

４０番 白 岩 吉 治 議 員 ４１番 石 井 喜 壽 議 員

４２番 本 田 正 一 議 員 ４３番 吉 田 忠 議 員

４４番 白 石 治 平 議 員 ４５番 渡 邊 鐵 藏 議 員

４６番 早 川 栄 二 議 員 ４７番 吉 田 正 直 議 員
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４８番 箭 内 仁 一 議 員 ４９番 村 越 崇 行 議 員

５０番 長谷川 元 行 議 員 ５１番 橋 本 文 雄 議 員

５２番 石 井 忠 治 議 員 ５３番 安 藤 勝 議 員

５４番 半 谷 理 孝 議 員 ５５番 吉 田 豊 議 員

５６番 佐久間 金 洋 議 員 ５７番 照 山 成 信 議 員

５８番 佐 藤 孝 義 議 員 ５９番 松 本 哲 雄 議 員

６０番 大和田 一 夫 議 員 ６１番 渡 邉 文太郎 議 員

６２番 安 藤 嘉 一 議 員 ６３番 佐 藤 弥太郎 議 員

６４番 面 川 俊 和 議 員 ６５番 松 崎 功 議 員

６６番 宗 像 公 一 議 員 ６７番 柳 沼 博 議 員

６８番 橋 本 吉ム村 議 員 ６９番 菅 野 善 一 議 員

○欠 席 議 員 （な し）

○説明のため出席した者の職氏名

市 長 冨 塚 宥 助 役 鹿 俣 潔

収 入 役 村 上 正 夫 総 務 部 長 相 良 昭 一

生活福祉部長
企画調整部長 郡 司 健 一 兼福祉事務所長 秋 元 正 信

産業建設部長 塚 原 正 滝根行政局長 青 木 邦 友

大越行政局長 吉 田 良 一 都路行政局長 新 田 正

常葉行政局長 白 石 幸 男 船引行政局長 佐 藤 輝 男

総務部総務課長 佐 藤 健 吉 総務部財政課長 助 川 弘 道

企 画 調 整 部
総務部税務課長 吉 田 拓 夫 企画調整課長 橋 本 隆 憲

企 画 調 整 部 生 活 福 祉 部
観光交流課長 白 石 忠 臣 生活環境課長 渡 辺 貞 一

生 活 福 祉 部 生 活 福 祉 部
保 健 課 長 加 藤 与 市 福 祉 課 長 本 多 正

産 業 建 設 部 産 業 建 設 部
産 業 課 長 加 藤 久 雄 参事兼建設課長 宗 像 正 嗣

産 業 建 設 部
下 水 道 課 長 渡 辺 行 雄 出 納 室 長 宗 像 トク子
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教 育 委 員 長 白 岩 正 信 教 育 長 大 橋 重 信

教育委員会事務局
教 育 次 長 宗 像 泰 司 教育総務課長 吉 田 博

教育委員会事務局 教育委員会事務局参事
学校教育課長 佐久間 光 春 兼生涯学習課長 堀 越 則 夫

選挙管理委員会
選挙管理委員長 鈴 木 季 一 事 務 局 長 佐 藤 健 吉

代表監査委員 武 田 義 夫 監査委員事務局長 白 石 喜 一

農 業 委 員 会
農業委員会会長 宗 像 紀 人 事 務 局 長 塚 原 正

農 業 委 員 会
事務局総務課長 根 本 位 水道事業所長 助 川 俊 光

○事務局出席職員職氏名

事 務 局 長 白 石 喜 一 総 務 課 長 渡 辺 新 一

主 任 主 査 石 井 孝 行 主 任 主 査 斎 藤 忠 一

主 事 渡 辺 誠 主 事 大 越 貴 子

○議 事 日 程

日程第 １ 会議録署名議員の指名

日程第 ２ 会期の決定

日程第 ３ 諸般の報告

日程第 ４ 承認第 ４２号 専決処分事項の承認を求めることについて

（平成１７年度田村市一般会計補正予算（第１号））

日程第 ５ 議案第 ５８号 田村市表彰条例の制定について

日程第 ６ 議案第 ５９号 田村市健康づくり推進協議会設置条例の制定につい

て

日程第 ７ 議案第 ６０号 田村市水道事業運営審議会条例の制定について

日程第 ８ 議案第 ６１号 田村市税特別措置条例の一部を改正する条例につい

て

日程第 ９ 議案第 ６２号 田村市手数料徴収条例の一部を改正する条例につい

て

日程第 １０ 議案第 ６３号 田村市重度心身障害者医療費の給付に関する条例の
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一部を改正する条例について

日程第 １１ 議案第 ６４号 福島県市町村総合事務組合の規約の変更について

日程第 １２ 議案第 ６５号 福島県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体

の数の減少について

日程第 １３ 議案第 ６６号 福島県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体

の数の減少及び同組合規約の変更について

日程第 １４ 議案第 ６７号 田村市公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関

する条例の制定について

日程第 １５ 議案第 ６８号 田村市滝根総合福祉センター設置条例の制定につい

て

日程第 １６ 議案第 ６９号 田村市在宅介護支援センター設置条例の制定につい

て

日程第 １７ 議案第 ７０号 田村市高齢者生活福祉センター条例の制定について

日程第 １８ 議案第 ７１号 田村市老人福祉センター条例の制定について

日程第 １９ 議案第 ７２号 田村市デイサービスセンター条例の制定について

日程第 ２０ 議案第 ７３号 田村市情報公開条例の一部を改正する条例について

日程第 ２１ 議案第 ７４号 田村市個人情報保護条例の一部を改正する条例につ

いて

日程第 ２２ 議案第 ７５号 田村市ふれあいと秩序の広場条例の一部を改正する

条例について

日程第 ２３ 議案第 ７６号 田村市体育施設条例の一部を改正する条例について

日程第 ２４ 議案第 ７７号 田村市児童遊び場条例の一部を改正する条例につい

て

日程第 ２５ 議案第 ７８号 田村市屋内ゲートボール場条例の一部を改正する条

例について

日程第 ２６ 議案第 ７９号 田村市農村集会施設条例の一部を改正する条例につ

いて

日程第 ２７ 議案第 ８０号 田村市農村広場条例の一部を改正する条例について

日程第 ２８ 議案第 ８１号 田村市農村公園条例の一部を改正する条例について

日程第 ２９ 議案第 ８２号 田村市大越農村婦人の家条例の一部を改正する条例
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について

日程第 ３０ 議案第 ８３号 田村市都路地域特産品処理加工施設条例の一部を改

正する条例について

日程第 ３１ 議案第 ８４号 田村市大越転作技術研修センター条例の一部を改正

する条例について

日程第 ３２ 議案第 ８５号 田村市おおごえふるさと館条例の一部を改正する条

例について

日程第 ３３ 議案第 ８６号 田村市文化の館ときわ条例の一部を改正する条例に

ついて

日程第 ３４ 議案第 ８７号 田村市滝根森林総合利用施設条例の一部を改正する

条例について

日程第 ３５ 議案第 ８８号 田村市船引総合利用自然林条例の一部を改正する条

例について

日程第 ３６ 議案第 ８９号 田村市畜産管理センター条例の一部を改正する条例

について

日程第 ３７ 議案第 ９０号 田村市殿上観光牧場条例の一部を改正する条例につ

いて

日程第 ３８ 議案第 ９１号 田村市カブトムシ自然の森条例の一部を改正する条

例について

日程第 ３９ 議案第 ９２号 田村市レストハウス釜山条例の一部を改正する条例

について

日程第 ４０ 議案第 ９３号 田村市滝根農産物等処理加工場条例の一部を改正す

る条例について

日程第 ４１ 議案第 ９４号 鍾乳洞管理条例の一部を改正する条例について

日程第 ４２ 議案第 ９５号 田村市天地人館条例の一部を改正する条例について

日程第 ４３ 議案第 ９６号 国民休養地仙台平キャンプ場条例の一部を改正する

条例について

日程第 ４４ 議案第 ９７号 田村市星の村条例の一部を改正する条例について

日程第 ４５ 議案第 ９８号 田村市星の村ふれあい館条例の一部を改正する条例

について
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日程第 ４６ 議案第 ９９号 田村市船引コミュニティプラザ条例の一部を改正す

る条例について

日程第 ４７ 議案第１００号 田村市索道事業施設条例の一部を改正する条例につ

いて

日程第 ４８ 議案第１０１号 田村市滝根コミュニティセンター条例の一部を改正

する条例について

日程第 ４９ 議案第１０２号 田村市グリーンパーク都路草原の家やすらぎ条例の

一部を改正する条例について

日程第 ５０ 議案第１０３号 田村市営住宅集会所条例の一部を改正する条例につ

いて

日程第 ５１ 議案第１０４号 田村市都市公園条例の一部を改正する条例について

日程第 ５２ 議案第１０５号 田村市農業集落排水処理施設条例の一部を改正する

条例について

日程第 ５３ 議案第１０６号 平成１７年度田村市一般会計補正予算（第２号）に

ついて

日程第 ５４ 議案第１０７号 平成１７年度田村市国民健康保険特別会計補正予算

（第１号）について

日程第 ５５ 議案第１０８号 平成１７年度田村市簡易水道事業特別会計補正予算

（第１号）について

日程第 ５６ 議案第１０９号 平成１７年度田村市農業集落排水事業特別会計補正

予算（第１号）について

日程第 ５７ 議案第１１０号 平成１７年度田村市授産場事業特別会計補正予算

（第１号）について

日程第 ５８ 議案第１１１号 平成１７年度田村市総合福祉センター特別会計補正

予算（第１号）について

日程第 ５９ 議案第１１２号 平成１７年度田村市診療所事業特別会計補正予算

（第１号）について

日程第 ６０ 議案第１１３号 平成１７年度田村市歯科診療所事業特別会計補正予

算（第１号）について

日程第 ６１ 議案第１１４号 平成１７年度田村市老人保健特別会計補正予算（第
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１号）について

日程第 ６２ 議案第１１５号 平成１７年度田村市介護保険特別会計補正予算（第

１号）について

日程第 ６３ 議案第１１６号 平成１７年度田村市水道事業会計補正予算（第１号）

について

日程第 ６４ 認定第 ４号 平成１６年度滝根町一般会計歳入歳出決算認定につ

いて

日程第 ６５ 認定第 ５号 平成１６年度滝根町国民健康保険特別会計歳入歳出

決算認定について

日程第 ６６ 認定第 ６号 平成１６年度滝根町老人保健特別会計歳入歳出決算

認定について

日程第 ６７ 認定第 ７号 平成１６年度滝根町介護保険特別会計歳入歳出決算

認定について

日程第 ６８ 認定第 ８号 平成１６年度滝根町観光事業特別会計歳入歳出決算

認定について

日程第 ６９ 認定第 ９号 平成１６年度滝根町簡易水道事業特別会計歳入歳出

決算認定について

日程第 ７０ 認定第 １０号 平成１６年度滝根町公共下水道事業特別会計歳入歳

出決算認定について

日程第 ７１ 認定第 １１号 平成１６年度滝根町農業集落排水事業特別会計歳入

歳出決算認定について

日程第 ７２ 認定第 １２号 平成１６年度滝根町宅地造成特別会計歳入歳出決算

認定について

日程第 ７３ 認定第 １３号 平成１６年度大越町一般会計歳入歳出決算認定につ

いて

日程第 ７４ 認定第 １４号 平成１６年度大越町老人保健特別会計歳入歳出決算

認定について

日程第 ７５ 認定第 １５号 平成１６年度大越町国民健康保険特別会計歳入歳出

決算認定について

日程第 ７６ 認定第 １６号 平成１６年度大越町介護保険特別会計歳入歳出決算
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認定について

日程第 ７７ 認定第 １７号 平成１６年度都路村一般会計歳入歳出決算認定につ

いて

日程第 ７８ 認定第 １８号 平成１６年度都路村診療所特別会計歳入歳出決算認

定について

日程第 ７９ 認定第 １９号 平成１６年度都路村歯科診療所特別会計歳入歳出決

算認定について

日程第 ８０ 認定第 ２０号 平成１６年度都路村国民健康保険特別会計歳入歳出

決算認定について

日程第 ８１ 認定第 ２１号 平成１６年度都路村老人保健特別会計歳入歳出決算

認定について

日程第 ８２ 認定第 ２２号 平成１６年度都路村介護保険特別会計歳入歳出決算

認定について

日程第 ８３ 認定第 ２３号 平成１６年度都路村簡易水道特別会計歳入歳出決算

認定について

日程第 ８４ 認定第 ２４号 平成１６年度都路村観光事業特別会計歳入歳出決算

認定について

日程第 ８５ 認定第 ２５号 平成１６年度常葉町一般会計歳入歳出決算認定につ

いて

日程第 ８６ 認定第 ２６号 平成１６年度常葉町国民健康保険特別会計歳入歳出

決算認定について

日程第 ８７ 認定第 ２７号 平成１６年度常葉町簡易水道特別会計歳入歳出決算

認定について

日程第 ８８ 認定第 ２８号 平成１６年度常葉町老人保健特別会計歳入歳出決算

認定について

日程第 ８９ 認定第 ２９号 平成１６年度常葉町下水道特別会計歳入歳出決算認

定について

日程第 ９０ 認定第 ３０号 平成１６年度常葉町介護保険特別会計歳入歳出決算

認定について

日程第 ９１ 認定第 ３１号 平成１６年度船引町一般会計歳入歳出決算認定につ
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いて

日程第 ９２ 認定第 ３２号 平成１６年度船引町国民健康保険特別会計歳入歳出

決算認定について

日程第 ９３ 認定第 ３３号 平成１６年度船引町老人保健特別会計歳入歳出決算

認定について

日程第 ９４ 認定第 ３４号 平成１６年度船引町介護保険特別会計歳入歳出決算

認定について

日程第 ９５ 認定第 ３５号 平成１６年度船引町授産場特別会計歳入歳出決算認

定について

日程第 ９６ 認定第 ３６号 平成１６年度船引町総合福祉センター特別会計歳入

歳出決算認定について

日程第 ９７ 認定第 ３７号 平成１６年度船引町船引東部地区土地区画整理事業

特別会計歳入歳出決算認定について

日程第 ９８ 認定第 ３８号 平成１６年度船引町公共下水道事業特別会計歳入歳

出決算認定について

日程第 ９９ 認定第 ３９号 平成１６年度田村市一般会計歳入歳出決算認定につ

いて

日程第１００ 認定第 ４０号 平成１６年度田村市国民健康保険特別会計歳入歳出

決算認定について

日程第１０１ 認定第 ４１号 平成１６年度田村市簡易水道事業特別会計歳入歳出

決算認定について

日程第１０２ 認定第 ４２号 平成１６年度田村市滝根町観光事業特別会計歳入歳

出決算認定について

日程第１０３ 認定第 ４３号 平成１６年度田村市都路町観光事業特別会計歳入歳

出決算認定について

日程第１０４ 認定第 ４４号 平成１６年度田村市農業集落排水事業特別会計歳入

歳出決算認定について

日程第１０５ 認定第 ４５号 平成１６年度田村市宅地造成特別会計歳入歳出決算

認定について

日程第１０６ 認定第 ４６号 平成１６年度田村市公共下水道事業特別会計歳入歳
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出決算認定について

日程第１０７ 認定第 ４７号 平成１６年度田村市授産場事業特別会計歳入歳出決

算認定について

日程第１０８ 認定第 ４８号 平成１６年度田村市総合福祉センター特別会計歳入

歳出決算認定について

日程第１０９ 認定第 ４９号 平成１６年度田村市船引東部地区土地区画整理事業

特別会計歳入歳出決算認定について

日程第１１０ 認定第 ５０号 平成１６年度田村市診療所事業特別会計歳入歳出決

算認定について

日程第１１１ 認定第 ５１号 平成１６年度田村市歯科診療所事業特別会計歳入歳

出決算認定について

日程第１１２ 認定第 ５２号 平成１６年度田村市老人保健特別会計歳入歳出決算

認定について

日程第１１３ 認定第 ５３号 平成１６年度田村市介護保険特別会計歳入歳出決算

認定について

日程第１１４ 認定第 ５４号 平成１６年度田村市水道事業会計歳入歳出決算認定

について

○本日の会議に付した事件

議事日程のとおり

午前１０時０１分 開会

○議長（三瓶利野） 皆さん、おはようございます。

ただいまの出席議員数は６９名であります。定足数に達しておりますので、ただいまより

平成１７年田村市議会９月定例会を開会いたします。

ここで、助役、収入役並びに農業委員会会長から発言を求められておりますので、これ

を許します。助役鹿俣 潔君。助役。

○助役（鹿俣 潔） 議長のお許しをいただきましたので、一言ごあいさつを申し上げます。

去る６月２７日、市議会６月定例会におきまして、助役選任について議会の御同意を賜り、

７月１日付をもちまして助役を拝命いたしました鹿俣 潔でございます。
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身の引き締まる思いと同時に、職責の重大さに責任を痛感いたしておるところでござい

ます。田村市におきましても、いろいろ課題が山積いたしております。もとより微力では

ございますが、市長を補佐して、市民の福祉の向上と市の発展のために全力で誠心誠意務

めてまいる所存でございますので、議長を初め、議員の皆様方の特段の御指導と御鞭撻を

賜りますようお願いを申し上げまして就任のごあいさつにかえさせていただきます。よろ

しくお願いを申し上げます。

○議長（三瓶利野） 次に、収入役村上正夫君。収入役。

○収入役（村上正夫） 皆様、おはようございます。

議長のお許しをいただきましたので、僣越ではございますが、一言あいさつを述べさせ

ていただきます。

過般の６月議会定例会におきまして、議員皆様方の御同意を賜り、７月１日付、収入役

を拝命いたしました村上正夫でございます。

就任２カ月余が過ぎたところでございます。この田村市収入役に就任ということは、私

にとりましては身に余る光栄に存じますとともに、その職責の重大さを痛感いたしておる

ところでございます。もとより非力な者ではございますが、議員皆様方の御指導とそして

御助言をいただきながら、冨塚市政の収入役という職責の使命感に徹しまして職務に専念

し、そして田村市の発展はもとより、市民の方々がこのふるさとに自信と誇りが持てるよ

うな、さらには合併をしてよかったと実感できるような、そんな田村市に向けまして、微

力ではありますが、冨塚市長を支え、全力を傾注してまいる所存でございます。議員皆様

方の御指導そして御鞭撻を賜りますよう心からお願いを申し上げまして、甚だ簡単ではご

ざいますが、御礼とそしてお願いのあいさつにかえさせていただきます。よろしくお願い

申し上げます。

○議長（三瓶利野） 次に、農業委員会会長宗像紀人君。

○農業委員会会長（宗像紀人） おはようございます。

７月１９日で農業委員会が任期満了になりまして、８月の総会で新たに農業委員会の会長

となりました宗像紀人であります。皆さんの御指導のほどをよろしくお願いをして、あい

さつにします。ありがとうございます。

○議長（三瓶利野） 次に、７月１日の人事異動により着任いたしました議会事務局総務課

長渡辺新一を紹介いたします。

○議会事務局総務課長（渡辺新一） ７月１日付の人事異動によりまして議会事務局総務課
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長の辞令をいただきました渡辺新一です。どうぞよろしくお願いいたします。

○議長（三瓶利野） 直ちに本日の会議を開きます。

本日の議事日程はお手元に配付いたしました議事日程（第１号）のとおりであります。

日程第１ 会議録署名議員の指名

○議長（三瓶利野） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議規則第８０条の規定により、会議録署名議員に２４番松本道男君、４２番本田正一君を指

名いたします。

日程第２ 会期の決定

○議長（三瓶利野） 日程第２、会期の決定を議題といたします。

本定例会の会期等については、議会運営委員会において協議をしておりますので、その

結果について議会運営委員長より報告を求めることにいたします。議会運営委員長安藤嘉

一君。安藤議会運営委員長。

（議会運営委員長 安藤嘉一登壇）

○議会運営委員長（安藤嘉一） 議会運営委員会の報告をいたします。

去る９月２日、議会運営委員会を開催いたしましたので、議会運営委員会の協議の結果

について御報告を申し上げます。

会期は９月６日から２６日までの２１日間といたします。

第１日は、本日は会議録署名議員の指名、会期の決定及び諸般の報告を行った後、承認

第４２号から認定第５４号までを一括上程し、それぞれ市長から提案理由の説明を求め、承認

第４２号を審議し、散会する予定であります。

第２日と第３日は、議案調査のための休会として、第４日、第７日及び第８日の３日間

は一般質問を行います。第９日は議案に対する質疑を終えた後、議案及び陳情の常任委員

会付託を行います。第１０日は、決算審査特別委員会による平成１６年度各旧町村の決算審査

を行う予定であります。第１１日と第１５日の２日間を各常任委員会の審査に充て、第１６日を

予備日といたします。第１７日は議事整理のための休会といたします。第２１日、最終日は付

託議案の委員会審査結果報告を受け、それぞれ議案を審議した後、市議会議員選挙区制度

に関する調査特別委員会の結果報告について審議し、閉会する予定であります。

以上で報告を終わります。
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○議長（三瓶利野） ただいま議会運営委員長から報告がありました。

議会運営委員長報告に対する質疑を許します。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。

本定例会の会期等については、ただいまの議会運営委員長の報告のとおり決することに

御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本定例会の会期等につきましては議会

運営委員長の報告のとおり、本日より９月２６日までの２１日間とすることに決しました。

日程第３ 諸般の報告

○議長（三瓶利野） 日程第３、諸般の報告を行います。

地方自治法第 １２１条の規定に基づき説明のため出席を求めましたところ、お手元に配付

したとおり、出席する旨の報告がありましたので報告いたします。また、監査委員から例

月出納検査の結果について配付いたしましたとおり報告がありましたので報告いたします。

日程第４ 承認第４２号から日程第１１４ 認定第５４号まで

○議長（三瓶利野） 日程第４、承認第４２号並びに日程第５、議案第５８号から日程第６３、議

案第 １１６号まで及び日程第６４、認定第４号から日程第 １１４の認定第５４号までの １１１件を一

括上程いたします。

この際、職員をしての議案の朗読は省略いたします。

提出者から提案理由の説明を求めます。冨塚市長。

○市長（冨塚宥 ） 本日ここに平成１７年田村市議会９月定例会を招集いたしましたところ、

議員の皆様には公私とも御多用のところ御出席を賜り、まことにありがたく厚く御礼申し

上げます。

本定例会には、田村市表彰条例の制定や指定管理者制度に係る条例の一部改正、平成１７

年度各会計補正予算及び平成１６年度各会計歳入歳出決算の認定など １１１件の議案等を御提

案申し上げましたが、議案の御説明に先立ち、御礼を申し上げます。

去る８月２７日に行いました田村市合併記念式典につきましては、多数の御来賓を初め、
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市議会議員の皆様方の御出席を賜り、市章並びに市の花、木、鳥の御披露を申し上げるな

ど、盛大に合併記念式典が挙行できましたこと、心から感謝申し上げますとともに、御礼

を申し上げます。

また、席上、合併功労者として総務大臣表彰を受賞されました三瓶利野様、菅野善一様、

吉田紳太郎様、宗像宗吉様、村上好治様、石井喜壽様、橋本吉ム村様、松崎 功様、まこ

とにおめでとうございました。改めてお祝いを申し上げます。今後とも、市勢発展のため

御指導賜りますようお願い申し上げます。

また、田村市の市章につきましては、全国から １，４２０点の応募をいただき、田村市市章

等選定委員会による厳正な審査の結果、最優秀賞には神奈川県相模原市にお住まいの石井

隆文様の作品が選ばれました。同時に、田村市の花、木、鳥につきましても、田村市の花

にはツツジ、木にはナラ、鳥にはウグイスが選定され、市民の皆様から ８６７点の応募をい

ただきましたが、三つの項目がすべて合致した中から、田村市内船引町居住の伊藤勝夫様

が最優秀賞に輝きました。今後は、市章及び市の花、木、鳥について、市民の皆様に親し

んでいただけるよう積極的に周知に努めてまいる考えであります。

次に、田村市市有施設の吹きつけアスベストの対策について申し上げます。

田村市といたしましては、市民の健康への影響が最も重要と考え、吹きつけアスベスト

使用の有無について市の全施設 ７７２カ所の調査を実施いたしました。その結果、アスベス

トが使用されている可能性があると思われる施設は２８施設で、主な用途箇所は事務所、焼

却施設、斎場、集会施設、住宅関連施設、自転車停留施設、学校及び体育館となっており

ます。今後、これらの施設の細部にわたる調査・分析が必要でありますことから、調査に

係る所要の経費を本定例会に御提案申し上げましたので、その結果を踏まえて速やかに対

応をしてまいります。

それでは、議案等の大要について御説明申し上げます。

承認第４２号 専決処分事項の承認を求めることについて、平成１７年度田村市一般会計補

正予算について御説明申し上げます。

本件は、平成１７年８月８日、衆議院が解散され、８月３０日公示、９月１１日投票で衆議院

議員選挙が行われることになりましたことに伴います平成１７年度田村市一般会計補正予算

につきましては、議会を招集するいとまがありませんでしたので、地方自治法第 １７９条第

１項の規定により専決処分いたしましたので、同条第３項の規定により報告し、承認を求

めるものであります。
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次に、議案第５８号 田村市表彰条例の制定について御説明申し上げます。

本案は、合併協定書の中で、新市において新たな制度を創設することとされておりまし

たので、田村市としての表彰条例の制定をしようとするものであります。

その内容につきましては、功労表彰、一般表彰、善行表彰とするものであり、その対象

者等を定めるものであります。

次に、議案第５９号 田村市健康づくり推進協議会設置条例の制定について御説明申し上

げます。

本案は、田村市における健康づくりに関する重要な事項を調査、審議するため、地方自

治法第 １３８条の４第３項の規定に基づき、協議会を設置する条例の制定をしようとするも

のであります。

次に、議案第６０号 田村市水道事業運営審議会条例の制定について御説明申し上げます。

本案は、田村市水道事業及び簡易水道事業の運営について調査、審議するため、地方自

治法第 １３８条の４、第３項並びに地方公営企業法第１４条の規定に基づき、審議会を設置す

る条例の制定をしようとするものであります。

次に、議案第６１号 田村市税特別措置条例の一部を改正する条例について御説明申し上

げます。

本案は、過疎地域自立促進特別措置法第３１条の地方税の課税免除、または不均一課税に

伴う措置が適用される場合を定める省令が施行されたことに伴い、過疎地域における課税

免除の規定について、適用期間を平成１９年３月３１日まで２年間延長し、適用期間中に

２，７００万円を超える特別償却設備を取得した場合を追加するため改正しようとするもので

あります。

次に、議案第６２号 田村市手数料徴収条例の一部を改正する条例について御説明申し上

げます。

本案は、住民票の閲覧手数料について、個人情報のみの閲覧とするために、現行「１世

帯」を「１人当たり」に改正しようとするものであります。

次に、議案第６３号 田村市重度心身障害者医療費の給付に関する条例の一部を改正する

条例について御説明申し上げます。

本案は、福島県重度心身障害者医療費補助事業の改正により、入院時の食事療養費の標

準負担額が１０月１日診療分から適用外となることに伴い、本条例の入院時の食事に要する

費用を適用外とするものであります。
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田村市といたしましては、本人の負担の軽減と周知期間が必要であることから、適用を

平成１８年４月１日診療分からとし、６カ月間につきましては、田村市が負担しようとする

ものであります。

次に、議案第６４号 福島県市町村総合事務組合の規約の変更について御説明申し上げま

す。

本案は、水防法及び土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律

の一部が改正されたことに伴い、消防団員等が水防に従事した場合の災害に対する補償事

務を規定した条文を変更し、平成１７年５月２日から適用しようとするもので、以上の協議

に関し異議がない旨、議会の議決を求めるものであります。

次に、議案第６５号 福島県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少につ

いて御説明申し上げます。

本案は、平成１７年９月３０日をもって会津高田町、会津本郷町及び新鶴村を組合から脱退

させ、同年１０月１日から会津美里町を組合に加入させること、平成１７年１１月１日に会津若

松市と合併する河東町を組合から脱退させること、また、平成１７年１１月６日をもって白河

市、表郷村、大信村及び東村を組合から脱退させ、同年１１月７日から、引き続き白河市を

常勤職員に対する退職手当の支給事務以外の共同処理を行うため、同組合に加入させるこ

と、以上の協議に関し異議がない旨、議会の議決を求めるものであります。

次に、議案第６６号 福島県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び

同組合規約の変更について御説明申し上げます。

本案は、平成１７年１１月３０日をもって二本松市、安達町、岩代町及び東和町を脱退させ、

同年１２月１日から二本松市を全共同処理を行うため同組合に加入させるとともに、組合規

約の構成団体の中の「田村市」を「二本松市、田村市」と一部改め、平成１７年１２月１日か

ら適用させようとするもので、以上の協議に関し異議がない旨、議会の議決を求めるもの

であります。

次に、議案第６７号 田村市公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例の制定

について御説明申し上げます。

平成１５年６月の地方自治法の一部改正により、公の施設の管理については、従来の管理

委託制度が廃止され、指定管理者制度が導入されました。これに伴い、現在、管理を委託

している公の施設については、改正法施行後３年以内、平成１８年９月１日までに、指定管

理者制度へ移行するか直営にするか決定をしなければなりません。指定管理者の指定の手
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続、指定管理者が行う管理の基準及び業務の範囲、その他必要な事項など、どの施設にも

共通する事項については、通則的な条例を制定し、その中で指定管理者に係る事項を規定

するものとして、指定手続等に関する条例を制定しようとするものであります。

次に、議案第６８号 田村市滝根総合福祉センター設置条例の制定についてから、議案第

７２号 田村市デイサービスセンター条例の制定についてまで並びに議案７５号 田村市ふれ

あいと秩序の広場条例の一部を改正する条例についてから、議案第 １０５号 田村市農業集

落排水処理施設条例の一部を改正する条例についてまでは、それぞれの施設において指定

管理者制度の導入を図るため、あるいは指定管理者制度の対象とならない施設について、

委託に関する規定を削除するため条例の制定並びに一部改正を行うものであります。

次に、議案第７３号 田村市情報公開条例の一部を改正する条例について御説明申し上げ

ます。

本案は、指定管理者がこの条例の指針にのっとり、情報公開を行うために必要な措置を

講ずるよう努めるものとすることと、実施機関は、指定管理者に対し、必要な措置を講ず

るよう指導に努めるものとする規定を追加しようとするものであります。

次に、議案第７４号 田村市個人情報保護条例の一部を改正する条例について御説明申し

上げます。

本案は、個人情報取扱事務の全部または一部の処理を実施機関以外の者に委託しようと

するとき、個人情報を取り扱う事務の委託を受け、その事務に従事している者または従事

していた者は、その事務に関し知り得た個人情報を他人に漏らし、または不当な目的に使

用してはならないという規定を指定管理者にも適用しようとするものであり、また、罰則

規定についても適用させようとするものであります。

次に、議案第 １０６号 平成１７年度田村市一般会計補正予算について御説明申し上げます。

今回の補正は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１８億 ９，３０８万円を追加し、

歳入歳出予算の総額を ２０２億 ７，９３５万 ３，０００円にしようとするものであります。

継続費の補正は、田村市紹介ビデオ作成事業、総合計画策定事業を本年度から１８年度ま

での２カ年度にわたって実施するものであります。

債務負担行為の補正は、文化センター舞台照明設備調光盤が経年劣化のため維持管理に

支障が生じてまいりましたので、新たにリース契約により整備するほか、田村福祉会が建

設する特別養護老人ホーム、仮称ではありますが「ときわ荘」の建設資金借入金償還金に

対して補助を行うものであります。
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地方債の補正は、滝根地区ため池整備事業を行うための農林水産業債並びに普通交付税

の決定に伴う減税補てん債及び臨時財政対策債の限度額を変更しようとするものでありま

す。

次に、歳入の主なものについて申し上げます。

地方特例交付金につきましては、恒久的な減税に伴う地方税の減収の一部を補てんする

ため交付されるもので、交付額の確定に伴い増額いたしました。

地方交付税につきましては、普通交付税額が８３億 ２，２３２万 ５，０００円に決定され、当初予

算に比べ８億 ７，８１１万 ７，０００円の増となりました。その主な要因は、当初予算で前年度旧

５町村の交付決定額の合計から５％減で見積もっていたこと、また、生活保護関連の需要

額の伸びや社会福祉費の需要額の伸びなどであります。

国庫支出金では、老人保護措置費負担金、小中学校就学援助費補助金の一般財源化など

による減額であります。

県支出金の主なものにつきましては、重度心身障害者医療費の入院時食事療養費、農業

委員会交付金、国勢調査委託金の減額と葉たばこ経営転換緊急対策事業による補助金、経

営体育成促進事業費補助金、農林水産業費県委託金などの増であります。

財産収入は、交番、駐在所の土地貸付料であります。

寄附金につきましては、公共嘱託登記土地家屋調査士協会、新日本舞踊松井流すみれ会

及び滝根町ゴルフ協会からそれぞれ寄附がありましたので、一般寄附金及び教育費寄附金

に計上いたしました。

繰入金につきましては、平成１６年度一般会計の精算により、合併の協議の申し合わせに

基づき、それぞれの地域振興基金に積み立てを行うため、財政調整基金繰入金を追加いた

しました。

諸収入につきましては、老人保護措置費負担金の過年度収入及び雑入の増額であります。

市債につきましては、地方債の補正で申し上げましたように、普通交付税の決定などに

伴う補正であります。

次に、歳出の主な内容について申し上げます。

各款項にかかわる職員費につきましては、７月１日付の人事異動に伴う補正を行いまし

た。

議会費につきましては、常任委員会、議会運営委員会、特別委員会の視察研修などの経

費を追加いたしました。
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総務費は、田村市表彰式の経費、未登記物件登記委託料のほか、公共施設のアスベスト

対策事業費を追加いたしました。また、合併記念イベントの経費、スマートインターチェ

ンジ設置要望のための調査費及び総合計画策定経費を計上いたしました。

民生費につきましては、地域福祉ネットワーク事業費、三春敬老園への新規入院者の措

置費、高齢者住宅改修事業補助金のほか、老人保健特別会計などへの繰出金を計上いたし

ました。

衛生費は、常葉地内への不法投棄の疑いのある廃棄物検査委託料、法改正による最終処

分場残余容量測量費などを追加いたしました。

農林水産業費につきましては、葉たばこ経営転換緊急対策事業費、経営改善支援事業費、

滝根の県営事業で行うため池整備事業負担金、都路戸屋南地区換地業務委託料、同じく大

槻地区ほ場整備計画設計委託料などを計上いたしました。

商工費は、旧船引町と姉妹都市を締結しておりましたアメリカオハイオ州マンスフィー

ルドからの訪問が延期になったことに伴い、国際交流推進費を減額いたしました。

土木費につきましては、道路改良舗装事業費を追加するとともに、住宅管理費で大越久

保田団地、船引下川原団地及び東部団地の修繕料を追加いたしました。また、国・県補助

事業として行う木造住宅耐震診断促進事業費を計上いたしました。

消防費の追加は、消防自動車の車検の費用及び燃料費並びに防災行政無線の市内統一の

ための調査費を計上いたしました。

教育費につきましては、小中学校の消耗品費、電気料などの増、理科実験用薬品処分料、

下大越小学校、都路中学校ハートフル推進事業費、要田中学校教育事務委託料のほか、教

育施設のアスベスト対策事業費を追加いたしました。また、常葉新田作都路大槻地区ほ場

整備に伴う遺跡試掘調査事業費、文化センター舞台照明設備調光盤リース料を計上いたし

ました。

災害復旧費につきましては、８月の大雨による農道市道の災害箇所復旧のための修繕料

などであります。

諸支出金は、歳入で申し上げましたように、地方交付税が増額となったことにより、今

後の財政需要に備えるために８億円を財政調整基金に積み立てるほか、合併前の協議によ

り旧町村が保有していた財政調整基金から、人口１人当たり１万円を乗じた額を差し引い

た額及び平成１６年度一般会計決算剰余金の清算額を、各行政局ごとの地域振興基金に積み

立てするため、今回、財政調整基金から繰り入れて、地方振興基金に積み立てを行うもの
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であります。

議案第 １０７号 平成１７年度田村市国民健康保険特別会計補正予算について申し上げます。

今回の補正は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ ２，３１５万 ５，０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額を４４億 ４，９６９万 ９，０００円としようとするものであります。

補正の主な内容としては、療養給付費等負担金、療養給付費等交付金繰越金を追加し、

歳出では、退職者医療交付金償還金を追加し、予備費を減額いたしました。

議案第 １０８号 平成１７年度田村市簡易水道事業特別会計補正予算について御説明申し上

げます。

今回の補正は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ １，４１１万 ３，０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億 ９，７５８万 ９，０００円にしようとするもので

あります。

補正の主な内容としては、使用料、繰越金を追加し、歳出では、常葉事業区域の配水池

施設、計装機器修繕費及び滝根事業区域の道路改良工事に伴う水道管敷設替え工事等を追

加いたしました。

次に、議案第 １０９号 平成１７年度田村市農業集落排水事業特別会計補正予算について御

説明申し上げます。

今回の補正は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４４万 ９，０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を ２，７３７万 ７，０００円にしようとするものであります。

補正の主な内容といたしましては、歳入に平成１６年度決算による繰越金を追加し、歳出

では予備費を追加いたしました。

議案第 １１０号 平成１７年度田村市授産場特別会計補正予算について御説明申し上げます。

今回の補正は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ １８７万 ３，０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を ７，９６７万 ４，０００円にしようとするものであります。

補正の主な内容といたしましては、一般会計繰入金を追加し、歳出では授産場建物北側

の擁壁修繕工事費を追加いたしました。

議案第 １１１号 平成１７年度田村市総合福祉センター特別会計補正予算について御説明申

し上げます。

今回の補正は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１７万 ９，０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を ７，３５７万 ９，０００円にしようとするものであります。

補正の主な内容といたしましては一般会計繰入金を追加し、歳出では、調理室壁修繕工
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事等を追加いたしました。

次に、議案第 １１２号 平成１７年度田村市診療所事業特別会計補正予算について御説明申

し上げます。

今回の補正は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ ５４６万 ２，０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を２億 ９，９４６万 ２，０００円にしようとするものであります。

補正の主な内容といたしましては、繰越金を追加し、歳出では総務費、医業費、予備費

を追加いたしました。

次に、議案第 １１３号 平成１７年度田村市歯科診療所事業特別会計補正予算について御説

明申し上げます。

今回の補正は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６５万 ６，０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を ３，２５５万 ６，０００円にしようとするものであります。

補正の主な内容としては、繰越金を追加し、歳出では予備費を追加いたしました。

次に、議案第 １１４号 平成１７年度田村市老人保健特別会計補正予算について御説明申し

上げます。

今回の補正は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ １，８５５万 ９，０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額を４６億 ２，６９４万 ３，０００円にしようとするものであります。

補正の主な内容といたしましては、支払基金交付金、国庫支出金、県支出金を追加し、

歳出では高額医療費償還金を追加いたしました。

次に、議案第 １１５号 平成１７年度田村市介護保険特別会計補正予算について御説明申し

上げます。

今回の補正は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ ７，５１６万 ９，０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額を２５億 ６，３３３万 ５，０００円にしようとするものであります。

補正の主な内容といたしましては、介護保険料を追加し、歳出では、制度改正による特

定入所者介護サービス費等の創設に伴い組み替えを行うものであり、国庫及び県等への償

還金並びに予備費を追加いたしました。

次に、議案第 １１６号 平成１７年度田村市水道事業会計補正予算について御説明申し上げ

ます。

今回の補正の内容といたしましては、収益的収入及び支出につきましては、その総額は

変更せずに、支出の各目間における予算の組み替えをしようとするものであります。

次に、資本的収入及び支出についてでありますが、収入につきましては １，２８８万 １，０００
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円を補正し、総額で１億 ３，４３２万 ７，０００円にしようとするものであります。

内訳といたしましては、公共下水道工事及び流域下水道工事施工に伴う配水管敷設替え

工事補償としての工事負担金や、これら工事施工に伴う借入企業債であります。

支出につきましては、 １，２４６万 ５，０００円を補正し、総額で２億 ８，４７３万 ６，０００円にしよ

うとするものであります。

内訳といたしましては、建設改良費の原水配水設備費で公共下水道工事及び流域下水道

工事施工に伴い、必要となる配水管敷設替え工事のための設計委託料と工事費であります。

なお、資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額１億 ５，０４０万 ９，０００円につきま

しては、過年度分損益勘定留保資金をもって補てんいたします。

次に、平成１６年度５町村一般会計及び特別会計並びに平成１６年度田村市一般会計特別会

計決算について御説明申し上げます。

平成１６年度５町村決算につきましては、平成１７年２月２８日をもって旧町村が廃止され、

３月１日に田村市が誕生したことに伴い、地方自治法施行令の規定により、消滅した地方

公共団体の収支は、消滅の日をもってこれを打ち切り、当該地方公共団体の長がこれを決

算すると定められており、２月２８日をもって打ち切り、決算を行ったものであります。

また、打ち切り決算に伴い生じました収入未済金、支出未払い金につきましては、平成

１６年度田村市暫定予算に引き継ぎ、執行されたところであります。

初めに、認定第４号 平成１６年度滝根町一般会計歳入歳出決算認定について申し上げま

す。

平成１６年度滝根町一般会計予算につきましては、当初予算の総額を、歳入歳出それぞれ

２７億 ７，９２７万 ４，０００円と定め、その後の補正により最終的な予算現額は、歳入歳出とも３０

億 ７，０２８万 ９，０００円となりました。

歳入決算は、町税、地方交付税のほか、財政調整基金繰入金、老人保健施設整備事業の

町債など、収入済総額２３億 ４，４０２万 ４，０５２円となりました。

歳出決算は、介護老人保健施設誘致事業や、農道、水路整備事業、町道整備事業、教育

施設整備などを進めた結果、支出済総額２２億 ６，０４３万 ３，６３２円となり、歳入歳出差引残額

は ８，３５９万 ４２０円となりました。

次に、認定第５号 平成１６年度滝根町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について

申し上げます。

歳入決算額は４億 ５，９２８万 ６，５４０円で、歳出決算額は４億 ４，５２１万 ８，２１３円となり、歳
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入歳出差引残額は １，４０６万 ８，３２７円となりました。

次に、認定第６号 平成１６年度滝根町老人保健特別会計歳入歳出決算認定について申し

上げます。

歳入決算額は５億 １，７７５万 ７，８０２円で、歳出決算額は５億 ３，３００万 ６，１５５円となり、歳

入歳出差引歳入不足額 １，５２４万 ８，３５３円は、一般会計からの繰替流用により補てんいたし

ました。

次に、認定第７号 平成１６年度滝根町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について申し

上げます。

歳入決算額は２億 ３，７８８万 ４，８７０円で、歳出決算額は２億 １，５４８万 ６，９１９円となり、歳

入歳出差引残額は ２，２３９万 ７，９５１円となりました。

次に、認定第８号 平成１６年度滝根町観光事業特別会計歳入歳出決算認定について申し

上げます。

歳入決算額は７億 １，６００万 ６，０６５円で、歳出決算額は６億 ４，１８６万 ５，８２６円となり、歳

入歳出差引残額は ７，４１４万 ２３９円となりました。

次に、認定第９号 平成１６年度滝根町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について

申し上げます。

歳入決算額は ８，０１６万 ５，４８９円で、歳出決算額は ３，２８６万 ４，１２６円となり、歳入歳出差

引残額は ４，７３０万 １，３６３円となりました。

次に、認定第１０号 平成１６年度滝根町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て申し上げます。

歳入決算額は ４，６０８万 ５，２３４円で、歳出決算額は１億 ２，５８３万 ３，１６７円となり、歳入歳

出差引歳入不足額 ７，９７４万 ７，９３３円は、一時借入金により補てんいたしました。

次に、認定第１１号 平成１６年度滝根町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いて申し上げます。

歳入決算額は １，４１８万 ２，５４４円で、歳出決算額は １，４０９万 ２，２１４円となり、歳入歳出差

引残額は９万 ３３０円となりました。

次に、認定第１２号 平成１６年度滝根町宅地造成特別会計歳入歳出決算認定について申し

上げます。

歳入決算額は ２，７６６万 １，１０５円で、歳出決算額は １，０３９万 ５，７６７円となり、歳入歳出差

引残額は １，７２６万 ５，３３８円となりました。
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次に、認定第１３号 平成１６年度大越町一般会計歳入歳出決算認定について申し上げます。

平成１６年度大越町一般会計予算につきましては、当初予算の総額を、歳入歳出それぞれ

２４億 ５，８８２万 ８，０００円と定め、その後の補正により最終的な予算現額は、歳入歳出とも２５

億 ８，６４１万 ３，０００円となりました。

歳入決算は、町税、地方交付税のほか、療養給付費等負担金や林道開設事業補助金等の

国県支出金、財政調整基金繰入金、臨時財政対策債など、収入済総額２２億 ４，３９８万 ３，５９８

円となりました。

歳出決算は、各種健康診査、林道開設事業、町道整備事業などを進めた結果、支出済総

額２０億 ９，２８０万 ４，６２０円となり、歳入歳出差引残額は１億 ５，１１７万 ８，９７８円となりました。

次に、認定第１４号 平成１６年度大越町老人保健特別会計歳入歳出決算認定について申し

上げます。

歳入決算額は４億 ８，０１４万 ４，４４６円で、歳出決算額は４億 ７，２４１万 ８，９３９円となり、歳

入歳出差引残額は ７７２万 ５，５０７円となりました。

次に、認定第１５号 平成１６年度大越町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について

申し上げます。

歳入決算額は４億 ９，５２６万 ３，００１円で、歳出決算額は４億 ４，０８８万 ６，９０５円となり、歳

入歳出差引残額は ５，４３７万 ６，０９６円となりました。

次に、認定第１６号 平成１６年度大越町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について申し

上げます。

歳入決算額は２億 ３，９４２万 ９，０９８円で、歳出決算額は２億 １，６５９万 ４，０８７円となり、歳

入歳出差引額は ２，２８３万 ５，０１１円となりました。

次に、認定第１７号 平成１６年度都路村一般会計歳入歳出決算認定について申し上げます。

平成１６年度都路村一般会計予算につきましては、当初予算の総額を、歳入歳出それぞれ

２３億 １，６２１万 ３，０００円と定め、その後の補正により最終的な予算現額は、歳入歳出とも２３

億 ３，３８０万 ５，０００円となりました。

歳入決算は、村税、地方交付税のほか、電源立地地域対策交付金、核燃料税補助金や林

道開設事業補助金等の県支出金、過疎対策事業債など、収入済総額１８億 ４，３９３万 ９，０００円

となりました。

歳出決算は、地籍調査事業、土地改良事業、林道開設事業、村道改良事業などを進めた

結果、支出済総額１７億 ４，２１２万 ９５４円となり、歳入歳出差引残額は１億 １８１万 ８，０４６円と
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なりました。

次に、認定第１８号 平成１６年度都路村診療所特別会計歳入歳出決算認定について御説明

申し上げます。

歳入決算額は２億 ３，２１３万５３円で、歳出決算額は２億 ４，６３３万 １，４０３円となり、歳入歳

出差引歳入不足額は １，４２０万 １，３５０円は、一般会計からの繰替流用により補てんいたしま

した。

次に、認定第１９号 平成１６年度都路村歯科診療所特別会計歳入歳出決算認定について申

し上げます。

歳入決算額は ２，６０９万 ６，８６９円で、歳出決算額は ２，７７２万 ２，１２０円となり、歳入歳出差

引歳入不足額 １６２万 ５，２５１円は、一般会計からの繰替流用により補てんいたしました。

次に、認定第２０号 平成１６年度都路村国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について

申し上げます。

歳入決算額は２億 ５，４２０万 ６，０１３円で、歳出決算額は２億 ６，１２５万 ５，３５８円となり、歳

入歳出差引歳入不足額 ７０４万 ９，３４５円は一般会計からの繰替流用により補てんいたしまし

た。

次に、認定第２１号 平成１６年度都路村老人保健特別会計歳入歳出決算認定について申し

上げます。

歳入決算額は３億 ２，３２１万 ８，５７４円で、歳出決算額は３億 ３，６５７万 ７，３６２円となり、歳

入歳出差引歳入不足額 １，３３５万 ８，７８８円は、一般会計からの繰替流用により補てんいたし

ました。

次に、認定第２２号 平成１６年度都路村介護保険特別会計歳入歳出決算認定について申し

上げます。

歳入決算額は１億 ６，２６２万 ６，４８７円で、歳出決算額は１億 ９２６万 ４，７０８円となり、歳入

歳出差引残額は ５，３３６万 １，７７９円となりました。

次に、認定第２３号 平成１６年度都路村簡易水道特別会計歳入歳出決算認定について申し

上げます。

歳入決算額は ９１１万 １，２７０円で、歳出決算額は ４，１２８万 ６５１円となり、歳入歳出差引歳

入不足額 ３，２１６万 ９，３８１円は一時借入金により補てんいたしました。

次に、認定第２４号 平成１６年度都路村観光事業特別会計歳入歳出決算認定について申し

上げます。
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歳入決算額は ７，９７６万 ８６７円で、歳出決算額は ５，９２２万 ７，２０３円となり、歳入歳出差引

残額は ２，０５３万 ３，６６４円となりました。

次に、認定第２５号 平成１６年度常葉町一般会計歳入歳出決算認定について申し上げます。

平成１６年度常葉町一般会計予算につきましては、当初予算の総額を、歳入歳出それぞれ

３９億 ３，０４４万円と定め、その後の補正及び繰越事業費財源充当により最終的な予算現額は、

歳入歳出とも４１億 ７，５２７万 ９，０００円となりました。

歳入決算は、町税、地方交付税のほか、文化の館建設事業や林道開設事業補助金等の県

支出金、庁舎建設基金繰入金、庁舎建設事業債、臨時財政対策債など、収入済総額３１億

７，４０６万 ７，６１８円となりました。

歳出決算は、庁舎及び文化の館の建設、農林道整備事業、町道整備事業などを進めた結

果、支出済総額３４億 ９，６９４万 １，６７５円となり、歳入歳出差引歳入不足額３億 ２，２８７万

４，０５７円は、一時借入金により補てんいたしました。

次に、認定第２６号 平成１６年度常葉町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について

申し上げます。

歳入決算額は６億 １１２万 ２，５７６円で、歳出決算額は５億 ５，３４７万 ９，１７７円となり、歳入

歳出差引残額は ４，７６４万 ３，３９９円となりました。

次に、認定第２７号 平成１６年度常葉町簡易水道特別会計歳入歳出決算認定について申し

上げます。

歳入決算額は ７，２２０万 ６，８５５円で、歳出決算額は ６，００６万 ５，３２０円となり、歳入歳出差

引残額は １，２１４万 １，５３５円となりました。

次に、認定第２８号 平成１６年度常葉町老人保健特別会計歳入歳出決算認定について申し

上げます。

歳入決算額は５億 ５，５５５万 １，８５６円で、歳出決算額は５億 ６，２４９万 ７，２８５円となり、歳

入歳出差引歳入不足額 ６９４万 ５，４２９円は、一般会計からの繰替流用により補てんいたしま

した。

次に、認定第２９号 平成１６年度常葉町下水道特別会計歳入歳出決算認定について申し上

げます。

歳入決算額は ５，１８７万 ４，４６１円で、歳出決算額は３億 １，９３９万 ９，６４８円となり、歳入歳

出差引歳入不足額は２億 ６，７５２万 ５，１８７円となりました。これにつきましては、一般会計

から１億 ７，０１８万 ５１４円を繰替流用いたしましたが、残りの ９，７３４万 ４，６７３円は、歳入不

－２６－



足のまま新市に引き継がれました。

次に、認定第３０号 平成１６年度常葉町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について申し

上げます。

歳入決算額は３億 １，１８４万 ６５０円で、歳出決算額は２億 ７，９０４万 １，１４９円となり、歳入

歳出差引残額は ３，２７９万 ９，５０１円となりました。

次に、認定第３１号 平成１６年度船引町一般会計歳入歳出決算認定について申し上げます。

平成１６年度船引町一般会計予算につきましては、当初予算の総額を、歳入歳出それぞれ

８５億 １，０００万円と定め、その後の補正及び駅舎改築事業費の繰越明許による繰越事業費財

源充当により、最終的な予算現額は、歳入歳出とも９２億 ６，２１７万 ７，０００円となりました。

歳入決算は、町税、地方交付税のほか、芦沢小学校、幼稚園建設事業及び駅舎改築事業

補助金などの国庫支出金、財政調整基金繰入金、庁舎建設基金繰入金、減税補てん債借換

債や臨時財政対策債など、収入済総額６７億 ９，９２４万 ９，８４０円となりました。

歳出決算は、歳入で申し上げましたように、芦沢小学校、幼稚園建設事業及び駅舎改築

事業、さらには農業基盤施設の整備や町道整備事業などを進めた結果、支出済総額６８億

２８０万 ９，４６１円となり、歳入歳出差引歳入不足額 ３５５万 ９，６２１円は一時借入金により補て

んいたしました。

次に、認定第３２号 平成１６年度船引町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について

申し上げます。

歳入決算額は１８億 １，４３４万 ５，３２９円で、歳出決算額は１７億 ９，２２１万 ７，５９５円となり、歳

入歳出差引残額は ２，２１２万 ７，７３４円となりました。

次に、認定第３３号 平成１６年度船引町老人保健特別会計歳入歳出決算認定について申し

上げます。

歳入歳出決算額ともに２０億 ２，０４０万 ９，９７６円で、歳入歳出差引額はゼロ円であります。

認定第３４号 平成１６年度船引町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について申し上げま

す。

歳入決算額は１０億 ６，７５０万 １，５０５円で、歳出決算額は１０億 ８，７３９万 ２，４７１円となり、歳

入歳出差引歳入不足額 １，９８９万 ９６６円は一時借入金により補てんいたしました。

次に、認定第３５号 平成１６年度船引町授産場特別会計歳入歳出決算認定について申し上

げます。

歳入歳出決算額ともに ７，２４２万 １，７６５円でした。歳入歳出差引額はゼロ円であります。
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次に、認定第３６号 平成１６年度船引町総合福祉センター特別会計歳入歳出決算認定につ

いて申し上げます。

歳入歳出決算額ともに ６，１０３万 ２，２３６円でした。

次に、認定第３７号 平成１６年度船引町船引東部土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算

認定について申し上げます。

歳入決算額は１億 ６，９１３万 ６，９７５円で、歳出決算額は１億 ６，６６７万 ８，８９５円となり、歳

入歳出差引残額は ２４５万 ８，０８０円となりました。

次に、認定第３８号 平成１６年度船引町公共下水道特別会計歳入歳出決算認定について申

し上げます。

歳入決算額は１億 ８，７４０万 ８，９１９円で、歳出決算額は５億５７万 ５，９３４円となり、歳入歳

出差引歳入不足額３億 １，３１６万 ７，０１５円は、一時借入金により補てんいたしました。

次に、認定第３９号 平成１６年度田村市一般会計歳入歳出決算認定について御説明申し上

げます。

平成１６年度田村市一般会計予算につきましては、平成１６年度旧５町村の一般会計の未執

行分を中心に、歳入歳出予算の総額を５３億 ６，６５９万 ３，０００円と定めた暫定予算として編成

し、平成１７年３月１日に市長職務執行者により専決処分を行ったものであります。その後、

２回の補正を行い、最終的な予算現額は歳入歳出とも６０億 ４，３４９万 ６，０００円となりました。

決算の状況は、収入済総額６０億 ６，３６４万 ３，８１３円に対し、支出済総額５９億 ８，７８５万

７，５８５円で、歳入歳出差引残額は ７，５７８万 ６，２２８円となりました。このうち繰越明許費と

して措置した県営経営体育成基盤整備事業、堀越地区の県委託金 ３１５万 ３，０００円を差し引

いた実質収支額は ７，２６３万 ３，０００円となりましたので、地方財政法の規定に基づき ４，０００

万円を財政調整基金に積み立てし、残額を翌年度繰越金といたしました。

歳入決算の概要について申し上げます。

第１款市税の収入済額は２億 ５，２１０万 ６，７００円で、旧５町村が課税を行ったものの収入

であります。不納欠損額の ６８１万 ５，４０７円は、市民税、固定資産税、軽自動車税について

処分を行ったものであります。収入未済額２億 ６，１１５万 ６，８４８円につきましては、現年課

税分 ５，２６０万 ２００円、滞納繰越分２億 ８５５万 ６，６４８円であり、それぞれ平成１７年度に繰越

処理を行っております。

第２款地方譲与税から第１０款交通安全対策特別交付金までは、国・県からの交付金をそ

れぞれ収入しております。
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第１１款分担金及び負担金 １，８５５万 ６，３１９円の収入済みであります。収入未済額 ４，９４６万

３，１５７円の主なものは、都路、常葉の緑資源公団により行われた草地開発事業償還金であ

ります。

第１２款使用料及び手数料 ４，４５０万 ３，８６０円の収入は、公営住宅使用料、幼稚園保育料な

どが主なものであります。収入未済額 ２，９０６万 ７４８円の主なものは、公営住宅使用料の滞

納繰越分であります。

第１３款国庫支出金、第１４款県支出金は、平成１６年度に旧５町村が行った事業に対する国

県補助金などであります。県支出金の収入未済額 ３１５万 ３，０００円は、繰越明許費として措

置した県営経営体育成基盤整備事業堀越地区の県委託金であります。

第１５款財産収入は、法定外公共物の売り払い、市有財産の貸付収入であります。収入未

済額 ５，０２９万 ９，８４３円は、緑資源公団により行われた草地開発事業の分担金の滞納繰越分

などであります。

第１７款繰入金 ３，０４３万 ２，４１３円は、滝根町観光事業特別会計からの繰入金が主なもので

あります。

第１９款諸収入１０億 ５，４６２万 ５，９８８円の主なものは、各機関に対する貸付金の元利収入、

旧町村決算剰余金及び特別会計からの繰替運用返済金であります。

市債は、旧町村が平成１６年度に行った事業に対する起債であり、大きいものとしては常

葉行政センター建設、芦沢小学校、幼稚園建設、減税補てん債借りかえのための起債であ

ります。

次に、歳出決算の概要について申し上げます。

第１款議会費 ２，２４６万 ９，４６３円は、議会議員の報酬及び事務局職員の人件費、議会運営

に要した経費であります。

第２款総務費４億 ４，６２７万 ７，６７７円は、職員の人件費、合併関係経費、市長選挙経費及

び市税の賦課徴収に要した経費が主なものであります。

第３款民生費４億 ３，８４４万 ７，１２６円は、国民健康保険ほか各特別会計への繰出金、老人

福祉費、障害者支援事業費、保育所、児童館運営に係る経費が主なものであります。

第４款衛生費１億 ６，３９６万 ６，７９３円は、乳幼児医療給付費、合併処理浄化槽設置整備事

業費と簡易水道事業特別会計及び水道事業会計への繰出金が主なものであります。

第５款労働費 １２３万 ４，７２５円は、空き店舗対策事業費であります。

第６款農林水産業費４億 ２，０２２万 ６，７２１円は、旧５町村それぞれが国県補助事業などで
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施行してまいりました農業振興、土地改良事業、農道整備事業のほか、林道整備に要した

経費であります。

第７款商工費 ２，３１４万 ８，０１７円は、商工会運営補助金、船引駅複合施設管理運営費が主

なものであります。

第８款土木費５億 ７，３１４万 ９，８７６円は、道路、橋梁の維持管理費、道路改良舗装事業費、

公共下水道事業特別会計などへの繰出金、公園整備費が主なものであります。

第９款消防費 ３，２５５万 １１７円は、非常備消防費、防災無線の維持管理経費が主なもので

あります。

第１０款教育費６億 ２，１４２万 ７４４円は、小中学校の管理、教育振興に要した経費、芦沢小

学校、幼稚園の建設事業費のほか、公民館、図書館、文化センターの管理運営に要した経

費であります。

第１１款災害復旧費１億 ６１４万 ５０５円は、平成１６年度災害に係る農林水産施設災害復旧費

並びに公共土木施設災害復旧費であります。

第１２款公債費１７億 ２，０４４万 ９，７５２円は、旧５町村が借り入れていた地方債の元金及び利

子の償還金であります。

第１４款諸支出金１４億 １，８３７万 ６，０６９円は、財政調整基金積立金及び旧町村の一時借入金

の返済金であります。

認定第４０号 平成１６年度田村市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について申し上

げます。

歳入決算額は８億 ９，２０５万 ６，７５５円で、歳出決算額は保険給付費、老人保健拠出金など

５億 ４，７８９万 ３，８３８円となり、歳入歳出差引額は３億 ４，４１６万 ２，９１７円となりました。

次に、認定第４１号 平成１６年度田村市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について

申し上げます。

歳入決算額は１億 ２，７３９万 ５，９２３円で、歳出決算額は事業改良費、公債費など１億

２，０００万 ８，６９５円となり、歳入歳出差引額は ７３８万 ７，２２８円となりました。

次に、認定第４２号 平成１６年度田村市滝根町観光事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て申し上げます。

歳入決算額は１億 １，３３７万 ７，８００円で、歳出決算額は負担金、繰出金など、 ６，３１４万

９，４３３円となり、歳入歳出差引額は ５，０２２万 ８，３６７円となりました。

次に、認定第４３号 平成１６年度田村市都路町観光事業特別会計歳入歳出決算認定につい
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て申し上げます。

歳入決算額は ２，１４２万 ３，３８７円で、歳出決算額は公園、牧場事業費など ６１３万 ６，２２３円

となり、歳入歳出差引額は １，５２８万 ７，１６４円となりました。

次に、認定第４４号 平成１６年度田村市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いて申し上げます。

歳入決算額は ９７０万 ８，５８０円で、歳出決算額は ９２５万 ８，２７８円となり、歳入歳出差引額

は４５万 ３０２円となりました。

次に、認定第４５号 平成１６年度田村市宅地造成特別会計歳入歳出決算認定について申し

上げます。

歳入決算額は １，７２６万 ５，３３８円で、歳出決算額は ６２９万 ６，５８４円となり、歳入歳出差引

額は １，０９６万 ８，７５４円となりました。

次に、認定第４６号 平成１６年度田村市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て申し上げます。

歳入決算額は１２億 １，１３３万 ６，１６０円で、歳出決算額は下水道建設費、公債費など、１２億

１，１３３万 ６，１６０円となり、歳入歳出差引額はゼロ円でありました。

次に、認定第４７号 平成１６年度田村市授産場事業特別会計歳入歳出決算認定について申

し上げます。

歳入決算額は ８６３万 ９，７５１円で、歳出決算額は ８６３万 ９，７５１円となり、歳入歳出差引額

ゼロ円でした。

次に、認定第４８号 平成１６年度田村市総合福祉センター特別会計歳入歳出決算認定につ

いて申し上げます。

歳入決算額は ８９４万 ５，２０８円で、歳出決算額は ８９４万 ５，２０８円となり、歳入歳出差引額

はゼロ円でした。

次に、認定第４９号 平成１６年度田村市船引東部地区土地区画整理事業特別会計歳入歳出

決算認定について申し上げます。

歳入決算額は１億 ４，２８８万 １，５４６円で、歳出決算額は換地処分委託料、公債費など、１

億 ４，２８８万 １，５４６円となり、歳入歳出差引額はゼロ円でした。

次に、認定第５０号 平成１６年度田村市診療所事業特別会計歳入歳出決算認定について申

し上げます。

歳入決算額は ６，２３０万 ４５６円で、歳出決算額は ５，６８３万 ７，３３７円となり、歳入歳出差引
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額は ５４６万 ３，１１９円となりました。

次に、認定第５１号 平成１６年度田村市歯科診療所事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て申し上げます。

歳入決算額は ６１５万 ５５８円で、歳出決算額は ５４９万 ２，８５５円となり、歳入歳出差引額は

６５万 ７，７０３円となりました。

次に、認定第５２号 平成１６年度田村市老人保健特別会計歳入歳出決算認定について申し

上げます。

歳入決算額は７億 １，８６１万 ９，７１３円で、歳出決算額は医療費、償還金など、７億 １，８６１

万 ５，００１円となり、歳入歳出差引額は ４，７１２円となりました。

次に、認定第５３号 平成１６年度田村市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について申し

上げます。

歳入決算額は５億 ６，００１万 ３，９８７円で、歳出決算額は保険給付費、償還金など、４億

６，０１８万 ７３５円となり、歳入歳出差引額は ９，９８３万 ３，２５２円となりました。

次に、認定第５４号 平成１６年度田村市水道事業会計歳入歳出決算認定について申し上げ

ます。

まず、収益的収支につきましては、収入額は ５，５７８万 ７７０円で、支出額は ５，９８３万

９，５６２円となり、差し引き ４０５万 ８，７９２円の不足となりました。また、消費税抜きの損益

計算では、収入額は ４，０７８万 １，１０６円で、支出額は ５，７１３万 ５，４７６円となりましたので、

差し引き １，６３５万 ４，３７０円の経常損失となりました。特別利益 １，４７４万 ４，１９１円があっ

たものの、当年度純損失は １６１万 １７９円となり、前年度繰越欠損金 ３，６１２万 ５，２８３円と合

わせた当年度未処理欠損金は ３，７７３万 ５，４６２円となりました。

次に、資本的収入につきましては、収入額 １７５万 ６８２円で、支出額 ４，３８８万 １，９８８円と

なり、差引不足額 ４，２１３万 １，３０６円につきましては、過年度分損益勘定留保資金 １，９０４万

４，７２０円、当年度分損益勘定留保資金 ２，２５５万 １，５６５円、当年度消費税及び地方消費税、

資本的収支調整額５３万 ５，０２１円をもって補てんいたしました。

以上、平成１６年度５町村各会計及び田村市各会計の決算状況について申し上げましたが、

５町村と田村市とを合わせました普通会計の決算統計の概要について御説明申し上げます。

普通会計全体の歳入決算額は ２１４億 ６，０１３万 ８，０００円で、このうち地方税は３１億 ３，０３３

万円となっており、構成比は１４．６％であります。

一方、歳出決算額は ２１３億 ４，２１６万 １，０００円で、このうち経常的な経費に充当する一般
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財源の比率を示す経常収支比率は８９．６と高い指数になっており、財政構造の弾力性が低い

結果になっております。また、財政力指数は ０．２８４、公債費比率が１６．５％と財政的に大変

厳しい結果となっておりますことから、今後、なお一層自主財源の安定確保と経常経費の

縮減に取り組み、効率的な行財政運営に努めてまいらなければならないと考えております。

以上、今定例会に御提案申し上げました議案等の大要について御説明申し上げましたが、

それぞれの案件につきましては、必要に応じ所管の部長等より補足して御説明いたします。

どうぞ、慎重御審議の上、御議決、御認定賜りますようお願い申し上げてあいさつといた

します。

○議長（三瓶利野） これをもって提案理由の説明を終わります。

決算監査報告

○議長（三瓶利野） 次に、監査委員から決算審査結果の報告を求めることといたします。

武田代表監査委員。

○代表監査委員（武田義夫） 平成１７年７月１４日から８月４日まで実施いたしました町村合

併前の平成１６年度滝根町、大越町、都路村、常葉町、船引町５町村の一般会計及び各特別

会計の歳入歳出決算並びに町村合併後の田村市平成１６年度一般会計及び各特別会計歳入歳

出決算並びに田村市水道事業会計の決算審査及び基金の運用状況審査の結果を報告いたし

ます。

決算審査及び基金運用状況審査に当たりましては、地方自治法第 ２３３条第２項、同法第

２４１条第５項、同施行令第５条第３項、地方公営企業法第３０条第２項の規定により、市長

より提出されました平成１７年３月１日における町村合併により、平成１７年２月までの打ち

切り決算であります。

平成１６年度滝根町一般会計及び８特別会計歳入歳出決算、平成１６年度大越町一般会計及

び３特別会計歳入歳出決算、平成１６年度都路村一般会計及び７特別会計歳入歳出決算、平

成１６年度常葉町一般会計及び５特別会計歳入歳出決算、平成１６年度船引町一般会計及び７

特別会計歳入歳出決算、また、平成１７年３月の１カ月間の決算である平成１６年度田村市の

一般会計及び１３特別会計歳入歳出決算及び平成１６年度田村市水道事業会計決算については、

それぞれ変則的なものとなっておりますが、各会計歳入歳出決算書と事項別明細書、実質

収支に関する調書、財産に関する調書及び企業会計関係書類は、関係法令に準拠して作成

されており、各会計とも決算計数は適正であると認めました。また、予算の執行及び関連
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する事務の処理は、全般的に適正に処理されており、基金の運用を示す書類の計数につき

ましても、関係諸帳簿と符号されており、適正であると認めました。

決算状況の詳細につきましては、各会計決算審査意見書、議案書の ２３６ページからにな

りますが、これら状況等をごらんいただきまして、説明にかえさせていただきます。

次に、意見を申し上げます。

総体的に各会計及び基金とも適正な予算並びに暫定予算が編成されており、執行面にお

いても、効率性を十分に考慮され執行されていることを認めました。

なお、歳入面におきましては、市町村税、国民健康保険税、介護保険料、負担金、財産

収入、貸付元利収入及び住宅水道使用料、償還金等に未収があります。また、緑資源機構

事業に絡む未納額が ９，５００万円を超える額となっております。先般、７月１５日、市税等未

納対策本部の設置と田村市としてのこれらの取り組まれる姿が見られますが、自主財源の

安定的確保と負担の公平、適正化からも、計画的に滞納、未納額の整理・防止に特段の努

力を望むところでございます。

また、不納欠損も生じており、課税客体の的確な把握に基づいた賦課と徴収にも一層の

努力が望まれるところであります。

また、借地におきましては、市全体で件数が ６４７件ほどあり、面積にいたしまして ２７６

万平方メートル、借地料が１億円を超えている状況であります。さきに報道されました平

成１６年度経常収支比率、先ほど市長からもありましたが、速報値で８９．６％を占めているこ

とから、長期にわたって財政負担となり、今後、必要不可欠な借地等については地権者と

協議をされ、計画的に買収されるよう望むものであります。

結びになりますが、最近の経常収支比率の推移、税収入の動向、さらに財政調整基金等

が急速に減少している現状を考慮するとき、今後一層の節減を図るとともに、施策の緊急

度を的確に把握し、行政の簡素化・効率化に努め、将来を展望した計画的な行財政運営に

よって健全財政の維持が図られますよう期待いたしております。

また、水道事業についても、公営企業の独立採算性の趣旨に沿った運営と経営の合理化

に努められ、事業の健全経営を一層推進されるよう期待いたしております。

以上で、決算審査及び基金運用状況審査結果の報告といたします。

○議長（三瓶利野） これで、決算審査結果の報告を終わります。

補足説明
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○議長（三瓶利野） 次に、承認第４２号 専決処分事項の承認を求めることについてを議題

といたします。

本案に対し、総務部長から補足説明を求めます。相良総務部長。

○総務部長（相良昭一） 承認第４２号 専決処分の承認を求めることについて、平成１７年度

田村市一般会計補正予算について、補足して御説明申し上げます。

今回の補正につきましては、既定の歳入歳出予算の総額に ２，８２７万 ３，０００円を追加いた

し、歳入歳出予算の総額を １８３億 ８，６２７万 ３，０００円に定めたものであります。

事項別明細書により御説明を申し上げます。

５ページをお開き願います。

まず、歳入でありますが、第１４款県支出金に ２，８２７万 ３，０００円を追加いたします。これ

は、衆議院選挙費委託金であります。

次に、歳出、６ページをお願いいたします。

第２款総務費に ３，０５５万 １，０００円を追加いたします。内訳につきましては、衆議院議員

選挙に伴います投票所３５カ所、開票所１カ所に係る管理者、立会人及び選挙事務従事職員

の報酬、職員手当、さらにはポスター掲示場 ２７０カ所の設置及び選挙事務に必要な消耗品、

備品購入であります。

第１４款予備費 ２２７万 ８，０００円を減額いたします。

以上、補足説明といたします。

○議長（三瓶利野） これをもって補足説明を終わります。

○議長（三瓶利野） これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） お諮りいたします。

ただいま議題となっております承認第４２号専決処分事項の承認を求めることについては、

会議規則第３７条第２項の規定により委員会の付託を省略したいと思います。これに御異議

ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、承認第４２号専決処分事項の承認を求め
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ることについては、委員会の付託を省略することに決しました。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

本案は、原案のとおり承認することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり承認することに決

しました。

○議長（三瓶利野） 以上をもちまして、本日の日程は全部終了いたしました。

本日はこれをもって散会といたします。

午前１１時３３分 散会
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